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平成28年度 奈良市月ヶ瀬簡易水道事業報告書

１ 概 況

(1) 総括事項

ア 決算の概況

本年度は、138百万円の収益に対して費用は145百万円であり、純損失額は7百万円となりま

した。

収益の主なものは、水道料金収入26百万円、他会計補助金32百万円です。一方、費用の主

なものは、減価償却費100百万円(※1)、支払利息6百万円など、水源や施設整備に対する過去

の投資に関連するものが全体の7割を占めています。なお、減価償却費のうち9百万円は、固

定資産の実地調査の結果判明した、法適用化以前に供用を終えた資産の除却に要する費用等

を特別損失として計上したものになります。また、人件費は11百万円です。

奈良市月ヶ瀬簡易水道事業は、平成25年度の地方公営企業法の適用と水道局（現企業局）

への移管から4年が経過しました。本年度は、特別損失の計上があったものの、供用を終えた

資産の除却等に伴い、同水準の長期前受金戻入を特別利益に計上したため、純損失額は前年

度並みとなっています。また、前年度に引き続きキャッシュ･フローに改善の傾向が見られ、

月ヶ瀬地域の経営の安定化に一定の目処が立ったことから、平成29年度より奈良市水道事業

及び奈良市都祁水道事業と会計の統合を行い、新たに奈良市全域を一体として計画的に運営を行

ってまいります。(下表参照)

平成28年度 平成27年度

純利益（△は純損失） △6,658,147円 △6,854,125円

資金期首残高 33,050,937円 27,806,489円

キャッシュ･フロー 資金増（△は減）額 14,603,621円 5,244,448円

資金期末残高 47,654,558円 33,050,937円

(金額は消費税抜き額)

純損失7百万円

他会計補助金32百万円

過去に行った投資に関するもの 料金収入

収益138百万円 長期前受金戻入(※2) 26百万円

80百万円

過去に行った投資に関するもの その他

費用145百万円 減価償却費(※1) 28百万円

100百万円

(※1)その他特別損失９百万円を含む。 支払利息6百万円 人件費11百万円

(※2)その他特別利益７百万円を含む。

イ 給水状況

年度末給水人口は、1,430人で前年度に比べ29人(1.99％)減少しました。年間給水量は152,

251 (対前年度186 0.12％増)､年間有収水量は142,909 (対前年度952 0.67％増)で、

この結果、有収率は93.86％(対前年度0.51ポイント増)となりました。
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ウ 給水原価及び供給単価

有収水量１ 当たりの給水原価は、439円34銭となり、前年度462円01銭より22円67銭安く

なりました。供給単価については、178円46銭となり、前年度178円77銭より31銭安くなりま

した。 (金額は消費税抜き額)

※給水原価＝｛総費用－(受託工事費＋特別損失)－長期前受金戻入｝÷有収水量 で算出

(2) 議会議決事項

議 案 番 号 件 名 提出年月日 議 決 年 月 日

報告第３５号 平成27年度決算に基づく奈良市公営 平成28年９月２日 報告 平成28年９月２日
企業の資金不足比率の報告について

報告第５０号 平成27年度奈良市月ヶ瀬簡易水道事 平成28年９月２日 認定 平成28年９月27日
業会計決算の認定について

議案第1 0 7号 平成28年度奈良市月ヶ瀬簡易水道事 平成28年11月30日 可決 平成28年12月16日
業会計補正予算（第１号）

(3）職員に関する事項

平成29年3月31日現在の月ヶ瀬簡易水道事業の職員数は、次のとおりです。

区 分 定 数 実 数 備 考

（水 道 事 業） （１５６人） （再任用職員２５人）

(都祁水道事業) （２人）

２５３人

月ヶ瀬簡易水道事業 １人

(下 水 道 事 業) （２５人） （再任用職員 ２人）

合 計 ２５３人 １８４人 再任用職員２７人

再任用職員数は外数


































































